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Abstract
We investigated the consciousness level to “Sports for the disabled”. It was investigated by using the same 
questionnaire as last year. The purpose of the investigation was to understand the current state and to have 
made the best use of in the future. The respondent to a surveys were 154 new students. 
1） The student that it wanted to Qualification as a“Sports Trainer of the Disabled: Intermediate Trainer” 
was 69.5％ every 107 people. Moreover, the student who had answered that it was interested in “Sports 
for the disabled”was 46.8％ every 72 people.
2） “There is a disabled person in my environment”student was 27.3 ％ every 42 people. Moreover, the 
student who had participated in the volunteer of“Sports for the disabled”was 31.2％ every 48 people. 
In addition, the student who had seen media that related to“Sports for the disabled”was 94.8％ every 
146 people.
3） The student answered the item of“Sports for the disabled”that I knew. 73 person wheelchair basketball 
was 47.4％, 59 person basketball was 38.3％, 36 person swim was 23.4％, and 33 person track and 
field sports were 21.4％ .
4） We should serve to about 50％ interesting student. Especially, we should devise it so that the student 
may easily pile up the guidance results.
1．はじめに
本学健康・スポーツ科学科における障害者スポーツ指導者制度中級スポーツ指導員（以下中級スポー









成 16）年度 24 名，2005（平成 17）年度 20 名，2006（平成 18）年度 35 名，2007（平成 19）年度 20 名，
2008（平成 20）年度 24 名という状況で，毎年 20 名程度は取得していることになる．この数が今後，増
加する可能性を持っている．しかし，同時に新しいカリキュラムは，障害者スポーツ関連科目の開講期
も変化させた．基幹 3 科目である「障害者スポーツ論Ⅰ」は，2 年次後期から 3 年次後期へ，また「障害
者スポーツ論Ⅱ」は 3 年次前期から 4 年次前期へ，さらに「障害者スポーツ指導法」は 3 年次後期から 4
年次後期へ変更となった．このようにほぼ 1 年遅れで実施されるようになった障害者スポーツ関連科目
は，学生への意識を遅らせる要因になるとも考えられる．2009（平成 21）年度現在，中級スポーツ指導



















Table1 に，2008（平成 20）年度調査（以下昨年度調査とする）と 2009（平成 21）年度調査（以下本年度調
査とする）の比較を示した．
本年度調査によると，障害者スポーツ指導員資格の取得を，「①強く希望している」33 名（21.4％），「②







71 名（46.1％）で，昨年度調査の 108 名（62.1％）に比較すると，約 16％減少する傾向があるが，「強く希
望している」に限ってみると，約 7％増加を示した．これは，はっきりと目的意識をもった学生が，増
えたと考えられる．
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「障害者スポーツ」に対する意識レベルについて（2）
－ 77 －





人数 ％ 人数 ％
スポーツ指導員の資格取
得を
①強く希望している 32 19.2％ 33 21.4％
（p<0.05）
②希望している 102 61.1％ 70 45.5％
③希望しない 9 5.4％ 18 11.7％
④わからない 24 14.4％ 33 21.4％
⑤無回答 0 0.0％ 0 0.0％
中級スポーツ指導員の資
格取得を
①強く希望している 9 5.4％ 19 12.3％
（p<0.01）
②希望している 99 59.3％ 52 33.8％
③希望しない 19 11.4％ 23 14.9％
④わからない 40 24.0％ 60 39.0％
⑤無回答 0 0.0％ 0 0.0％
障害者スポーツについて
①非常に興味がある 16 9.6％ 16 10.4％
（p<0.01）
②興味がある 73 43.7％ 56 36.4％
③ふつう 52 31.1％ 68 44.2％
④あまり興味がない 22 13.2％ 13 8.4％
⑤全く興味がない 2 1.2％ 1 0.6％
⑥無回答 2 1.2％ 0 0.0％
前期全学共通教育科目
「遊びと障害」を
①履修した 5 3.0％ 9 5.8％
NS
②履修しなかった 159 95.2％ 136 88.3％
③履修したが許可がでなかった 3 1.8％ 9 5.8％
④無回答 0 0.0％ 0 0.0％
前期全学共通教育科目
「障害者とスポーツ」を
①履修した 15 9.0％ 12 7.8％
NS
②履修しなかった 145 86.8％ 130 84.4％
③履修したが許可がでなかった 7 4.2％ 12 7.8％
④無回答 0 0.0％ 0 0.0％
大健 3 年次後期「障害者
スポーツ論Ⅰ」を
①履修する 15 9.0％ 22 14.3％
NS
②履修しようと思う 61 36.5％ 41 26.6％
③履修しない 19 11.4％ 12 7.8％
④わからない 72 43.1％ 79 51.3％
⑤無回答 0 0.0％ 0 0.0％
身近なところに障害者が
①いる 46 27.5％ 42 27.3％
NS②いない 120 71.9％ 112 72.7％
③無回答 1 0.6％ 0 0.0％
障害者と交流するボラン
ティアに参加したことが
①ある 56 33.5％ 48 31.2％
NS②ない 110 65.9％ 106 68.8％




①よく見る 20 12.0％ 24 15.6％
NS
②たまにみる 134 80.2％ 122 79.2％
③全く見ない 11 6.6％ 8 5.2％




①身体障害者 162 97.0％ 151 98.1％
NS
②知的障害者 158 94.6％ 146 94.8％
③精神障害者 82 49.1％ 88 57.1％
④視覚障害者 152 91.0％ 144 93.5％
⑤聴覚障害者 148 88.6％ 142 92.2％
⑥内部障害者 9 5.4％ 5 3.2％
⑦その他 0 0.0％ 1 0.6％
⑧無回答 0 0.0％ 0 0.0％













Table 2.  中級スポーツ指導員資格の取得希望と障害者スポーツに対する興味の関係
中級スポーツ指導員資格取得を












①非常に興味がある 8 6 0 2 16
②興味がある 8 22 13 13 56
③ふつう 1 21 8 38 68
④あまり興味がない 0 3 2 8 13
⑤全く興味がない 1 0 0 0 1






























見る」24 名（15.6％），「②たまに見る」122 名（79.2％），「③全く見ない」8 名（5.2％）であった．これらの









較を Table3 に示した．本年度調査上位 4 種目は昨年度調査と変わらず，車椅子バスケットボール 73 名
（47.4％），バスケットボール 59 名（38.3％），水泳 36 名（23.4％），陸上 33 名（21.4％）であった．以下 10
名を超えたのが，テニス 22 名（14.3％），マラソン 11 名（7.1％），ボッチャ 10 名（6.5％）であった．ボッチャ
については，全学共通教育科目「遊びと障害」「障害者とスポーツ」の履修者が 10 名中 8 名ということか
ら，授業の影響が大きいと考えられる．また本年度調査と昨年度調査を合計すると，車椅子バスケット
ボール 150 名（46.7％），バスケットボール 134 名（41.7％），水泳 78 名（24.3％），陸上 70 名（21.8％），テ
ニス 31 名（9.7％），車椅子テニス 27 名（8.4％），バレーボール 25 名（7.8％），トライアスロン 18 名（5.6％），
マラソン 15 名（4.7％），サッカー 15 名（4.7％）がベスト 10 であった．メディアへの露出度，学生本人の
経験，そして全学共通教育障害者スポーツ関連授業の履修が，このような結果を招いたと考えられる．













人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
車椅子バスケットボール 77 46.1％ 73 47.4％ 150 46.7％ 野球 3 1.8％ 0 0.0％ 3 0.9％
バスケットボール 75 44.9％ 59 38.3％ 134 41.7％ 車椅子ハンドボール 2 1.2％ 0 0.0％ 2 0.6％
水泳 42 25.1％ 36 23.4％ 78 24.3％ サウンドテーブルテニス 2 1.2％ 0 0.0％ 2 0.6％
陸上 37 22.2％ 33 21.4％ 70 21.8％ チェアスキー 1 0.6％ 1 0.6％ 2 0.6％
テニス 9 5.4％ 22 14.3％ 31 9.7％ アーチェリー 2 1.2％ 0 0.0％ 2 0.6％
車椅子テニス 10 6.0％ 17 11.0％ 27 8.4％ 車椅子卓球 0 0.0％ 1 0.6％ 1 0.3％
バレーボール 16 9.6％ 9 5.8％ 25 7.8％ スケート 1 0.6％ 0 0.0％ 1 0.3％
トライアスロン 12 7.2％ 6 3.9％ 18 5.6％ アイスホッケー 1 0.6％ 0 0.0％ 1 0.3％
マラソン 4 2.4％ 11 7.1％ 15 4.7％ 視覚障害ソフトボール 1 0.6％ 0 0.0％ 1 0.3％
サッカー 7 4.2％ 8 5.2％ 15 4.7％ ソフトボール 0 0.0％ 1 0.6％ 1 0.3％
ボッチャ 4 2.4％ 10 6.5％ 14 4.4％ 風船バレー 0 0.0％ 1 0.6％ 1 0.3％
シッティングバレーボール 8 4.8％ 4 2.6％ 12 3.7％ バドミントン 1 0.6％ 0 0.0％ 1 0.3％
車椅子マラソン 5 3.0％ 5 3.2％ 10 3.1％ ゴールボール 0 0.0％ 1 0.6％ 1 0.3％
スキー 7 4.2％ 3 1.9％ 10 3.1％ ボウリング 1 0.6％ 0 0.0％ 1 0.3％
ブラインドサッカー 4 2.4％ 4 2.6％ 8 2.5％ 剣道 1 0.6％ 0 0.0％ 1 0.3％
車椅子バレーボール 2 1.2％ 3 1.9％ 5 1.6％ ダンス 1 0.6％ 0 0.0％ 1 0.3％
（電動）車椅子サッカー 1 0.6％ 3 1.9％ 4 1.2％ 車椅子ダンス 0 0.0％ 1 0.6％ 1 0.3％
ハンドボール 4 2.4％ 0 0.0％ 4 1.2％ ペタンク 0 0.0％ 1 Table 1 0.3％
卓球 4 2.4％ 0 0.0％ 4 1.2％

























過去 7 年間 7 題1－7）にわたって障害者スポーツ指導者資格についての調査研究を報告してきた．2008
（平成 20）年度入学生より，本学健康・スポーツ科学科の新しいカリキュラムが実施され，①「学年全員










2）　 1 年前期の全学共通教育科目『「遊びと障害」および「障害者とスポーツ」を履修した』学生は 9 名
（5.8％），12 名（7.8％）で，「履修したが許可がでなかった」学生は 9 名（5.8％），12 名（7.8％）であった．
両科目を重複して履修しようとした学生は 10 名で，実際 32 名（20.7％）が興味を示したと考えられ
る．これらの結果は，昨年度調査とほぼ同数であった．




4）　 身近なところに障害者がいる学生は 42 名（27.3％），障害者と交流するボランティアに参加した学
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「障害者スポーツ」に対する意識レベルについて（2）
－ 81 －
生は 48 名（31.2％），障害者スポーツに関するテレビ番組・新聞記事等をよく見る学生は 24 名
（15.6％），たまに見る学生は 122 名（79.2％）であった．昨年度同様，学生 3 分の 1 が，実際障害者
と接しており，またほとんどの学生が障害者スポーツの情報は得ていると考えられる．
5）　 学生が知っている障害者スポーツの種目は，主に車椅子バスケットボール 73 名（47.4％），バスケッ
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